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広東省東部掲陽方言の音韻に関する記述的研究

呉 暁 輝

要 旨

中国広東省東部に位置する掲陽方言は潮汕方言群に属する一支であるが，
潮州・汕頭方言に比べ，音韻体系と声調変化（連続変調）に関する体系的記
述が著しく不足している。本稿は，方言資料の保存と理論的比較の双方に資
することを念頭に，掲陽方言の音韻構造と二音節語における連続変調則を，
記述言語学と実験音声学の両観点から明らかにすることを目的とする。調査
では，現地母語話者数名から日常語彙を収録し，国際音声字母（IPA）により
声母・韻母・声調の体系を記述し，標準中国語(普通話)との音素対応を検討
した。声調分析では，八つの単字調（T1-T8）について Praatを用いて基本周
波数(F0)を抽出し，話者間差の補正として対数変換後 Zスコア(LZ値)によ
る標準化を施し，五度式との対応に基づいて調値とピッチ輪郭を再推定した。
さらに，二音節語の 64 組合せ（⚘×⚘）に対応する語をピックアップし，
非語末音節における変調の有無とパターンを精査した結果，(A)変化が生じ
ない型，(B1)語末音節の声調に同化する型，(B2)語末音節の影響を受けず独
立に変化する型，(C)語末音節で変化する型，の四分類を抽出した。
本研究は，掲陽方言の連続変調を体系的かつ定量的に記述し，未記述方言
の記録保存に資するとともに，漢語方言の声調変化に関する比較研究および
理論的枠組みの高度化に資する基礎資料を提示する。

キーワード：掲陽方言，方言学，音韻体系，声調，連続変調，音響分析

⚑．はじめに

本論文は，中国広東省東部掲陽方言における連続変調の規則を明らかにした上で，掲陽方言

の音声データを整理し，当方言における特徴的な音声的事実を要点に纏め，言語保存の観点よ

り方言のデータベースの構築を試みることを目的とする。

本論の研究対象は広東東部閩南語である。閩南語とは中国漢民族の一方言⽛閩語⽜の一つで
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あり，狭義的には福建省の南部地方で使用されている方言を指す。広義的には台湾，福建省南

部，浙江省南部，広東省東部及び西部，海南省で使用されている方言を指す。また東南アジア

のシンガポール，マレーシア，インドネシア，タイ，フィリピンなどの中国系移民の間でも話

されており，推定使用人口は 4900 万人である。広東東部の閩南語とは，潮州市，汕頭市，掲陽

市，汕尾市及び梅州市豊順県の一部における閩南語のことを指す。潮州市，汕頭市の⚒市の頭

文字を取り，この地域は一般的に⽛潮汕地区⽜と呼ばれるが，⽛潮汕地区⽜で話されている言葉

は町ごとに差異が見られ，各地域における言語調査はミクロ的な視点から行う必要がある。先

行研究の殆どは主として潮州市や汕頭市（汕頭方言を代表方言とする研究もある）が殆どであ

り，掲陽方言に関する考察も音声データも比較的に少ない。

博士前期課程の段階では，日本の常用漢字表から順番に 800 字ピックアップし，掲陽方言話

者の発音のもとに音声記述データを作成した。それに基づき，掲陽方言における⚖つの基本的

な構成素を立て，その共時的な音韻特徴及び中国語普通語（北京語）との対照関係より見た音

韻構造を明らかにした。

1.2 掲陽市の概要

掲陽市（けいよう し，ヂエヤン シ，中国語例字：揭阳市（ピンイン：Jiēyáng Shì），中国

語繁体字：揭陽市，英語：Jieyang city, Guangdong）は，中華人民共和国・華南地方の広東省東部

（図⚑参照）にある都市（地級市）で，市政府所在地は榕城区（Rongcheng District）である。掲
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図 1 掲陽市地図



陽市の人口は 712.71 万人（2023 年末時点，2016 年時点では人口 694.15 万人），広東省にある

⚒副省級市・19 地級市では⚘番目に人口の多い街である。面積 5,265 平方キロメートル（2,033

平方マイル），海抜⚘メートル（26 フィート），北緯 23 度 33 分 04 秒東経 116 度 22 分 22 秒であ

る。掲陽の下位行政区画は，⚒市轄区・⚑県級市・⚒県で構成され，市轄区は榕城区・掲東区，

県級市は普寧市，県は掲西県・恵来県がある。

⚒．掲陽方言の音節構造

掲陽方言の音節の説明に入る前に，まず関連する漢語の音節について説明する。李（1995）

によると，中国語の音節は，声調を考えに入れない場合は，⚔つの構成素からなるという。即

ち，声調を入れると，⚕つの構成素があると考えられ，その⚕つの構成素を IMVF/Tを用いて

示すことが多い。I（initial）は声母，M（medial）は介音，V（vowel）は主母音，F（final）は韻

尾，T（tone）は音節全体にかかる声調を表す。以下，北京官話の⽛片/phjen4/⽜を参考例として，

下記の通りに表⚑に示した。また，本論における掲陽方言の音声記述については，上記音節構

造をもとに C1 SVC2 Tの⚕つの構成素を立て，国際音声字母を用いて記述する。掲陽方言の音

節対応関係を下記の通り表⚑に示した。

表 1 表記法の対応関係

例字

音節

声母
韻母

声調
介音/韻頭 主母音/韻腹 韻尾

頭子音 半母音（注 主母音 半母音/末子音（注）
C⚑ S V C⚒ T

切 ʦ j a k 7

掲陽方言については，主母音以外，頭子音，半母音，末子音のどれか，若しくはいずれも存

在しない場合がある。例えば，北京官話の⽛偉/wei3/⽜，⽛倫/lun2/⽜，⽛安/an1/⽜，⽛衣/i1/⽜，掲

陽方言の⽛王/waŋ1/⽜，⽛友/ju4/⽜，⽛叉/tshe6/⽜などの例がある。ここで，声母がない音節をゼ

ロ声母として，/Ø/を立て，音声を記述した結果，表⚒のように 18 種類の声母（子音）が観察

された。
表 2 掲陽方言の声母体系

pʰ p b m
tʰ t n l
tsʰ ts dz s
kʰ k ɡ ŋ
Ø h
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2.1 掲陽方言頭子音C1について

掲陽方言の頭子音 C1 においては，破裂音系列/p,pʰ,b/が存在する。中国語普通話では有気音

と無気音が意味弁別に大きな役割を果たしているが，掲陽方言においてもこれに加え，有声音

/b/との弁別的対立が観察される。以下に例を示す。

（⚑） 掲陽方言 C1 /p,ph,b/

例字 本考察 和訳

a． 八 pɔiʔ はち

b． 飞 pwe 飛ぶ

c． 匹 pʰek̚̚ ～頭（助数詞）

d． 皮 pʰwe C

e． 万 bwaŋ ～万（単位）

f． 马 be うま

掲陽方言には舌尖音/t, tʰ/が見られる。以下に例を示す。

（⚒） 掲陽方言 C1 /t,th/

例字 本考察 和訳

a． 刀 tɔ かたな

b． 大 tai/twa 大きい

c． 土 tʰou つち・ダサい

d． 天 tʰjaŋ/tʰĩ ～日間

掲陽方言では舌根音/k, kʰ/に加え，有声音/ɡ/との対立も見られる。

（⚓） 掲陽方言 C1 /k,kh,ɡ/

例字 本考察 和訳

a． 九 kau きゅう

b． 夹 kjap̚ 挟む

c． 歯 kʰi きば・歯

d． 口 kʰau くち

e． 牙 ɡe きば・歯

f． 牛 ɡu うし
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掲陽方言の C1 においては鼻音/m, n, ŋ/も観察される。これらは中国語普通話にも存在する

が，掲陽方言では⚓つ全てが頭子音として現れることが特徴的である。

（⚔） 掲陽方言 C1 /m,b,ŋ/

例字 本考察 和訳

a． 门 muŋ ドア

b． 毛 mo け

c． 女 nɤŋ 女

d． 宁 neŋ 安らかに・むしろ

e． 义 ŋi 正しい道理（接辞）

f． 元 ŋwaŋ 元朝・もと

掲陽方言の摩擦音/s/は，後続する母音が/i/の場合でも口蓋化しないことが一般的である。

（⚕） 掲陽方言 C1 /s,h/

例字 本考察 和訳

a． 三 sã さん

b． 闪 sjam 躱わす・チカチカする

c． 凡 hwaŋ 一般的・世間

d． 云 huŋ くも

掲陽方言の摩擦音/s/は，後続する母音が/i/の場合でも口蓋化しないことが一般的である。

（⚖） 掲陽方言 C1 /ts,tsh,dz/

例字 本考察 和訳

a． 十 tsap̚ じゅう

b． 只 tsjaʔ ～匹（助数詞）

c． 厂 tsʰjaŋ 工場

d． 七 tsʰek̚ なな

e． 入 dzip̚ 入る

f． 允 dzuŋ 許す・許可する

掲陽方言の C1 における接近音/l/についても以下の通り例を挙げる。
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（⚗） 掲陽方言 C1 /l/

例字 本考察 和訳

a． 了 ljau 終わる・悟る

b． 历 leʔ 歴史・経歴

c． 内 lai うち・中

d． 连 ljaŋ 連なる・連続

掲陽方言ではゼロ子音/Ø/の現れも特徴的であり，以下のような例が挙げられる。

（⚘） 掲陽方言 C1 /Ø/

例字 本考察 和訳

a． 为 wi ～ために・行う

b． 以 ĩ ～をもってする

c． 火 hwe ひ・怒り

2.2 掲陽方言C1と中国語普通話との対応関係

ここまで掲陽方言の C1（頭子音）について考察してきた。上記考察に基づき，掲陽方言の

C1（頭子音）音素を/p,pʰ,b,t,tʰ,k,kʰ,g,m,n,ts,tsʰ,dz,s,h,ŋ,l/の 17 種類にまとめることができる。中

国語普通話との対応関係については少ししか触れておらず，そのためこの節ではさらにより詳

しく掲陽方言の C1（頭子音）が中国語普通話においてどのような対応関係を見せているか，以

下では，破裂音系列を中心に具体例を挙げつつ詳細に分析する。

掲陽方言の無気破裂音/p/は，中国語普通話においても多くの場合/p/と対応する。しかし一

部において，普通話の/ph/や/f/との対応も観察される。

（⚙） /p/-/p/

例字 本考察 中国語普通話 和訳

a． 贝 pwe pei かい

b． 办 pãi pan 行う・運営する

c． 本 puŋ pən ～冊・・元金

このように，/p/はそのまま同じ子音で対応する場合が圧倒的に多いが，一部に異なる対応が

見られる。
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（10） /p/-/ph/

例字 本考察 中国語普通話 和訳

a． 乒乓 peŋpɔŋ pʰiŋpʰaŋ 卓球

b． 仆 pɔk̚ pʰu 下僕（接辞）

c． 爬 pe pʰa 這う・登る

（11） /p/-/f/

例字 本考察 中国語普通話 和訳

a． 飞 pwe fei 飛ぶ

b． 爸 pe fu 父・父さん

c． 吠 pui fei 吠える

掲陽方言の/ph/は，中国語普通話では主に/ph/と対応しており，両者間に音韻的な一致が見

られる。

（12） /ph/-/ph/

例字 本考察 中国語普通話 和訳

a． 扑 pʰɔk̚ pʰu 飛びかかる・ぶつかる

b． 平 pʰeŋ pʰiŋ たいら

c． 皮 pʰwe pʰi かわ

掲陽方言における有声音/b/は，中国語普通話において多くの場合ゼロ子音/Ø/に対応する。

また，一部の例では/m/と対応している。

（13） /b/-/Ø/

例字 本考察 中国語普通話 和訳

a． 文 buŋ Øwen 文章・おとなしい

b． 未 bwe Øwei まだ

c． 无 bo Øwu ない

このように，/b/がゼロ子音に対応する例は，子音の弱化または完全な脱落によるものである

と考えられる。
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（14） /b/-/m/

例字 本考察 中国語普通話 和訳

a． 马 be ma うま

b． 木 bak̚ mu 木材

c． 买 boi mai 買う

掲陽方言の舌尖音/t/は，中国語普通話では主に/t/と対応する。しかし，音環境によっては

そり舌音/ʈʂ͡ /との対応も見られる。

（15） /t/-/t/

例字 本考察 中国語普通話 和訳

a． 订 tĩã tiŋ 予約する

b． 刀 tɔ tau かたな

c． 冬 taŋ toŋ ふゆ

（16） /t/-/ʈʂ͡ /

例字 本考察 中国語普通話 和訳

a． 丈 tɤŋ/tĩõ/tsaŋ ʈʂ͡ aŋ 長さ単位・測量する

b． 中 toŋ/taŋ ʈʂ͡ oŋ なか・当たる

c． 长 tɤŋ/tsjaŋ/tsʰjaŋ ʈʂ͡ aŋ 長い・年上の・長ける

（17） /t/→/th/

例字 本考察 中国語普通話 和訳

a． 同 taŋ tʰoŋ 同じ

b． 坛 tau tʰou 土石で造った台

c． 投 twã tʰan 投げる・投じる

掲陽方言の舌尖音/t/は，中国語普通話では主に/t/と対応する。しかし，音環境によっては

そり舌音/ʈʂ͡ /との対応も見られる。

（18） /th/-/th/

例字 本考察 中国語普通話 和訳

a． 土 tʰou tʰu つち・ダサい

b． 天 tʰjaŋ/tʰĩ tjen そら
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c． 秃 tʰok̚ tʰu 禿げる・はげ

（19） /th/-/ʈʂ͡ ʰ/

例字 本考察 中国語普通話 和訳

a． 丑 tʰju ʈʂ͡ ʰou 不細工・醜い

b． 虫 tʰaŋ ʈʂ͡ ʰoŋ むし

c． 传 tʰwaŋ/twaŋ ʈʂ͡ ʰwaŋ/ʈʂ͡ waŋ 伝える・/伝承する・広まる

続いて無気破裂音/k/，/kh/について考察する。無気音/k/は中国語普通話においても同じく

無気音/k/で発音されるものが一番多いことが観察された。次に多く見られたのは中国語普通

話の/tɕ͡ /との対応である。

（20） /k/-/k/

例字 本考察 中国語普通話 和訳

a． 钙 kai kai カルシウム

b． 滚 kuŋ kun 転がる・出ていく

c． 瓜 kwe kwa ～ウリ・ネタ

（21） /k/-/ tɕ͡ /

例字 本考察 中国語普通話 和訳

a． 己 ki tɕ͡ i 自分・己

b． 及 kip̚ tɕ͡ i 及ぶ・及び

c． 旧 ku tɕ͡ jou 古い

有気音/kh/は，中国語普通話でも/kh/と対応するものが一番多く観察された。その次が中国

語普通話の/tɕ͡ ʰ/との対応であることがわかる。

（22） /kh/-/kh/

例字 本考察 中国語普通話 和訳

a． 口 kʰau kʰou くち

b． 开 kʰui/kʰai kʰai 開ける・離れる

c． 孔 kʰoŋ/kʰaŋ kʰoŋ 苗字・穴
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（23） /kh/-/tɕ͡ ʰ/

例字 本考察 中国語普通話 和訳

a． 犬 kʰjaŋ tɕ͡ ʰyen いぬ

b． 气 kʰi tɕ͡ ʰi 気体・怒る

c． 欠 kʰjam tɕ͡ ʰjen 不足する・負債がある

掲陽方言における有声音/ɡ/は，中国語普通話において多くの場合ゼロ子音/Ø/に対応する。

一部では/n/に対応する例も観察される。

（24） /ɡ/-/Ø/

例字 本考察 中国語普通話 和訳

a． 艺 goi Øi 芸術（接辞）

b． 月 gweʔ Øye つき

c． 玉 gek̚ Øy 石の美しく貴いもの

（25） /ɡ/-/n/

例字 本考察 中国語普通話 和訳

a． 牛 gu njou うし

続いては鼻音系列/m/，/n/，/ŋ/についてみる。掲陽方言の C1（頭子音）/m/は⽛网/maŋ/⽜

⽛问/muŋ/⽜の⚒例を除いて中国語普通話の/m/と対応していることが観察された。

（26） /m/-/m/

例字 本考察 中国語普通話 和訳

a． 灭 mek̚ mie きえる・消す・消滅させる

b． 民 meŋ min たみ

c． 末 mwak̚ mo ～まつ・最後の

（27） /m/-/Ø/

例字 本考察 中国語普通話 和訳

a． 网 maŋ Øwaŋ ネット

b． 问 muŋ Øwən 尋ねる

歯茎鼻音/n/は⽛肉/nek̚/⽜以外，中国語普通話の/n/と対応していることがわかる。
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（28） /n/-/n/

例字 本考察 中国語普通話 和訳

a． 年 ni njen 年・～年

b． 女 nɤŋ ny 女

c． 农 nɔŋ noŋ 農（接辞）

（29） /n/-/ɻ/

例字 本考察 中国語普通話 和訳

a． 肉 nek̚ ɻou にく

それから掲陽方言 C1の/ŋ/についてみる。中国語普通話では脱落したため，ここでもゼロ子

音/Ø/を用い両者の対応関係を示すことにする。

（30） /ŋ/-/Ø/

例字 本考察 中国語普通話 和訳

a． 五 ŋou Øwu ご

b． 严 ŋjam Øjen きびしい

c． 危 ŋwi Øwei あぶない（接辞）

次に掲陽方言の摩擦音グループ/s,h/についてみる。掲陽方言の C1/s/は，母音/i/が後続の場

合でも中国語普通話のような口蓋化が起こらないことが調査の段階ではっきりした。例えば

⽛尸/si/⽜を/ɕi/のように発音しても同じ言葉と認識される。ここでは意味弁別に役割を持たな

いとして，あくまでも個人差であり揺れとして認められるため，ここでは一括して/s/と記述す

ることにする。掲陽方言/s/は中国語普通話との対応において一番多く見られたのはそり舌音

/ʂ/である。

（31） /s/-/ʂ/

例字 本考察 中国語普通話 和訳

a． 声 sjã ʂəŋ こえ・音

b． 山 swã ʂan やま

c． 术 suk̚ ʂu ç

中国語普通話の/s/は，/i,j/や/y/後続の場合に口蓋化がおこるという現象を観察した。一方，

前述したように掲陽方言は口蓋化の有無で特に言葉の意味が変わらないため，掲陽方言の/s/
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が中国語普通話の口蓋化した時の/ɕ/との対応については以下の通りに示す。

（32） /s/-/ɕ/

例字 本考察 中国語普通話 和訳

a． 仙 sjaŋ ɕjen 仙人（接辞）

b． 小 sjau ɕjau 小さい

c． 先 sãĩ/seŋ ɕjen さきに・以前・元々

掲陽方言の C1 /h/は，普通話で/f/または/x/に対応する場合が多い。

（33） /h/-/f/

例字 本考察 中国語普通話 和訳

a． 夫 hu fu 夫・成人男性（接辞）

b． 反 hwaŋ fan ひっくり返す・反対の

c． 分 huŋ fən 分ける・見分ける

（34） /h/-/x/

例字 本考察 中国語普通話 和訳

a． 互 hu xu 互いに（接辞）

b． 化 hwe xwa 溶ける・変化する

c． 户 hou xu ～世帯・ドア

掲陽方言では，/h/の後続母音が/j/の場合に口蓋化が起きて，/ç/に近い音で発音されるとい

うことを考察した。この場合，掲陽方言も中国語普通話も例字で示すように，後続母音はいず

れも/j/であることがわかる。

（35） /hʲ/-/ɕ/

例字 本考察 中国語普通話 和訳

a． 下 hʲja/e ɕja した

b． 兄 hʲjã ɕjoŋ あに

c． 凶 hʲoŋ ɕjoŋ 凶暴
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これから掲陽方言の破擦音グループ/ts,tsh,dz/についてみる。掲陽方言/ts/は中国語普通話の

そり舌音/ʈʂ͡ /との対応が一番多く見られた。その次に多く観察されたのは/ts/との対応である。

ほかにも中国語普通話/ʂ/との対応が⚔例観察され，⚔例においていずれも末子音 C2がついて

いることがわかる。

（36） /ts/→/ʈʂ͡ /

例字 本考察 中国語普通話 和訳

a． 朱 tsu ʈʂ͡ u 朱色・苗字

b． 主 tsu ʈʂ͡ u 主・最も重要な（接辞）

c． 只 tsjaʔ/tsi ʈʂ͡ ɨ ～匹・ただ～（副詞）

（37） /ts/-/ts/

例字 本考察 中国語普通話 和訳

a． 再 tsai tsai 再び（接辞）

b． 早 tsa tsau 早い・おはよう（挨拶）

c． 则 tsek̚ tsɤ 規範・規則

（38） /ts/-/ʂ/

例字 本考察 中国語普通話 和訳

a． 十 tsap̚ ʂɨ 十

b． 舌 tsiʔ ʂɤ 舌

c． 什 tsap̚/si ʂɨ/ʂən 様々の（接辞）

掲陽方言 C1 /tsh/は中国語普通話の/ʈʂ͡ ʰ/，/tsh/と対応している。中国語普通話/tsh/の後続母

音が/i,j/の時に口蓋化が起きて/tɕ͡ ʰ/になることも観察された。

（39） /tsh/-/ʈʂ͡ ʰ/

例字 本考察 中国語普通話 和訳

a． 厂 ts͡ jaŋ ʈʂ͡ aŋ 工場

b． 川 ts͡ waŋ ʈʂ͡ wan 川

c． 车 ts͡ ja ʈʂ͡ ə 車
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（40） /tsh/-/tsh/

例字 本考察 中国語普通話 和訳

a． 才 ts͡ ʰai ts͡ ʰai 才能・やっと

b． 寸 ts͡ ʰuŋ ts͡ ʰun 長さの単位

c． 从 ts͡ ʰɔŋ ts͡ ʰɔŋ 従う

（41） /tsh/-/tɕ͡ ʰ/

例字 本考察 中国語普通話 和訳

a． 七 ts͡ ʰek̚ tɕ͡ ʰi 七

b． 千 ts͡ ʰãi tɕ͡ jen 千

c． 切 ts͡ ʰjak̚ tɕ͡ je きる

続いて掲陽方言の C1 /dz/についてみると，中国語普通話と多く対応しているのは/ɻ/である。

（42） /dz͡ /-/ɻ/

例字 本考察 中国語普通話 和訳

a． 入 dz͡ ip̚ ɻip̚ 入る

b． 人 dz͡ eŋ ɻən ひと

c． 刃 dz͡ eŋ ɻən やいば

掲陽方言の接近音/l/は，中国語普通話でもほとんどの場合/l/に対応している。一方で，一

部の例では/n/に対応するものが観察される。この混同は，特定の調音的または歴史的な要因

に起因している可能性があるが，現段階ではデータ不足のため明確な結論には至らない。

（43） /l/-/l/

例字 本考察 中国語普通話 和訳

a． 六 lak̚ liu ろく

b． 历 lek̚ li 経歴・経験

c． 流 lau liu 流れる

（44） /l/-/n/

例字 本考察 中国語普通話 和訳

a． 内 lai nei なか・家

b． 弄 loŋ noŋ 弄る
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2.3 掲陽方言の末子音

本節では，掲陽方言の末子音を鼻音/m,ŋ/と内破音/p,ʔ,k/に分けて紹介する。中国伝統音韻

学によれば，末子音に⽛入声⽜と呼ばれる内破音[p]，[t]，[k]と鼻音末子音[m]，[n]，[ŋ]が

ある。[m]: [p]，[n]: [t]，[ŋ]: [k]は，それぞれ同じ調音点の末子音である。掲陽方言では，鼻

音末子音[n]の一部は母音に鼻音が帯びる形（鼻母音）として残り，多くは[ŋ]に合流したと考

えられる。また，それと同じ調音点の内破音末子音[t]も[k]に合流している。[m]は推定中古

音とほぼ一致しており，一部[m]が脱落し鼻音化した例も見られた。[ʔ]に関しては，[t]が脱落

して，舒声調に合流するプロセスにおいて現れた過渡的な形であると考えられる。実際，語末

の声門閉鎖音[ʔ]は弱く，一般的に聞き取ることのできる音ではない。特に，若年層の発音から

は，語末の声門閉鎖音[ʔ]の発音が聞き取れない場合が多い。

（45） 掲陽方言 C2 /m/

例字 本考察 和訳

a． 今 kim いま

b． 心 sim 心

c． 欠 kjam 借りがある・足りない

（46） 掲陽方言 C2 /ŋ/

例字 本考察 和訳

a． 巾 keŋ タオル等の布製品

b． 犬 kʰjaŋ 犬

c． 见 kjaŋ 会う・見る

また，[m]か[ŋ]，[hŋ]のように子音のみで発音を構成されている字例も三つ観察されており，

下記例（11）の通りに示した。

（47） 子音のみ

例字 本考察 和訳

a． 姆 m お手伝いさん・おば

b． 黄 ŋ 黄色・人の苗字

c． 园 hŋ ～園

末子音における[n]に関して馬（2021）は，宣教師によって記述された潮汕方言の音韻体系に

関する考察において，少なくとも 20 世紀初頭までは[n]が存在していたと述べている。本考察
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では，⚑例も観察されなかったため，鼻母音化の形として現れたか，または[ŋ]に合流したと考

えられる。

（48） 鼻母音化したと思われる[n]

例字 中古音 本考察 和訳

a． 办 n pãj 行う・造る

b． 扇 n sĩ 扇子・うちわ

c． 满 n mwã 満ちる

（49） [ŋ]に合流したと思われる[n]

例字 中古音 本考察 和訳

a． 观 n kwaŋ 眺める・～考え方

b． 颜 n ŋwaŋ 顔・色合い

c． 贫 n pʰeŋ 貧しい

掲陽方言の内破音/p,ʔ,k/に関して，前述した通り，[t]は一例も観察されておらず，⽛入声叙声

化⽜の過程において過渡的な形である声門閉鎖音[ʔ]が現われる。

（50） 掲陽方言 C2 /p/

例字 本考察 和訳

a． 十 tsap じゅう

b． 入 dzip 入る

c． 立 lip たつ

（51） 掲陽方言 C2 /ʔ/

例字 本考察 和訳

a． 辣 laʔ からい

b． 割 kwaʔ 切り落とす

c． 月 ɡweʔ 月

（52） 掲陽方言 C2 /k/

例字 本考察 和訳

a． 末 mwak ～まつ

b． 术 suk 手立て・～術
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c． 灭 mek 消える・消す

2.4 掲陽方言の韻母（母音＋末子音）

掲陽方言の韻母体系における二重韻母および三重韻母と思われるものについては，前述した

通り，半母音⚑と半母音⚒／末子音を用いて記述する。半母音⚑および半母音⚒には，[j]と[w]

の⚒種類があり，例えば，[ia]を[ja]，[ui]を[uj]のように表記する。末子音には，鼻音系列[m,

n, ŋ]および内破音系列[p, ʔ, k]を含む計⚖つ（4.2 節の内容を参照されたい）が存在する。これ

により，掲陽方言の韻母体系において，28 個の音素（表⚓塗潰しの部分）を立てることが可能

となる。

掲陽方言の末子音には[n]が存在せず，それと同じ調音点にある[t]もないことが判明した。

同じ潮汕方言を話す潮州や汕頭では，[n]は依然として存在している。本考察では，掲陽方言を

潮州や汕頭の[n]を含む単字データと比較し，潮州や汕頭における韻母[in]が掲陽方言では[eŋ]

― 252 ―

北海道大学大学院文学院 研究論集 第 25 号

― 253 ―

呉：広東省東部掲陽方言の音韻に関する記述的研究

表 3 掲陽方言の韻母体系

i e a ɯ u o

ia iu io

ue ua

ai ui oi

au

iau

uai

im am

eŋ aŋ ɯŋ uŋ oŋ

iaŋ uaŋ ioŋ

ĩ ẽ ã õ

iã iũ iõ

uĩ uẽ uã

ãi

ãu õu

iãu

ip ap

ek ak uk ok

iok iak

iʔ eʔ aʔ uʔ oʔ

iaʔ ioʔ

ueʔ uaʔ

oiʔ auʔ

iauʔ



に対応し，母音は狭母音[i]から半狭母音[e]に変化していることが分かった。さらに，中国語

普通話では[in]と[iŋ]が対立しているが，潮州や汕頭，掲陽方言を含めたこれらの方言では[in]

と[iŋ]の対立は見られなかった。また，潮州や汕頭における[eŋ]も掲陽方言では[eŋ]として対

応している。その例を下記例（17），（18）の通りに示した。

（53） [in] - [eŋ]

例字 掲陽 潮州 汕頭

a． 民 meŋ min min

b． 秦 tsheŋ tshin tshin

c． 印 eŋ in in

（54） [en] - [eŋ]

例字 掲陽 潮州 汕頭

a． 丁 teŋ teŋ teŋ

b． 零 leŋ leŋ leŋ

c． 经 keŋ keŋ keŋ

⚓．掲陽方言の声調（単字調）

現代北京官話では入声が消滅し，中古入声字の発音が平声，上声，去声に統合された。また，

平声は⽛陰陽⽜の⚒種類に分かれ，陰平（第⚑声），陽平（第⚒声），上声（第⚓声），去声（第

⚔声）という高低の型のみをもつ。

3.1 先行研究と分析対象

掲陽方言の⚘声調は，袁（1960）や林・陳（1996）による先行研究で陰平（T1）・陽平（T2）・

陰上（T3）・陽上（T4）・陰去（T5）・陽去（T6）・陰入（T7）・陽入（T8）として記述され，五

度式表示法でそれぞれ 33，55，53，35，213，11，⚒，⚕といった調値が報告されている（表⚔，

表⚕参照）。表⚔には潮州方言の声調体系（袁 1960）を示し，表⚕は掲陽方言について林・陳

（1996）が提示した調値をまとめたものである。

表 4 潮州方言の声調体系［袁 1960：263］

陰平 陽平 陰上 陽上 陰去 陽去 陰入 陽入
33 55 53 35 213 11 21 4
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表 5 掲陽方言の声調体系［林・陳 1996：94］

陰平 陽平 陰上 陽上 陰去 陽去 陰入 陽入
33 55 53 35 213 11 2 5

本稿では，この⚘声調を T1～T8 の記号で呼び，例字やMC（Middle Chinese）上の分類に沿っ

て整理した（表⚖）。分析対象としては，各声調を単字で発音する語彙を複数の母語話者から収

録し，音響分析にかけた。

表 6 本稿における声調の表記［林・陳 1996：94］

本稿の表記 例字 IPA 調類（MC category）
T1 分 huŋ 陰平・Yinping

T2 云 huŋ 陽平・Yangping

T3 粉 huŋ 陰上・Yinshang

T4 混 huŋ 陽上・Yangshang

T5 训 huŋ 陰去・Yinqu

T6 份 huŋ 陽去・Yangqu

T7 忽 huk̚ 陰入・Yinru

T8 佛 huk̚ 陽入・Yangru

3.2 音響分析と調値の再算出

実験に先立ち，各音節の基本周波数（F0）を Praatで計測し，話者間の音高差を除去するため

に対数変換後の Zスコア（LZ値1）を用いた標準化を行った。具体的には，まず各音節の先頭・

末尾を除外し，残った発話区間を等時間点⚙つに区切って F0（基本周波数）を抽出する。その

後，抽出した F0 に log変換と Zスコア変換を施す際には，全データの対数平均（logX）と対数

標準偏差（SlogX）を用いることで，個人差を正確に除去することができる。本稿では，この処

理をMATLABのスクリプトで自動化し，大量データであっても入力すれば速やかに LZ値が

得られるようにした。この自動処理によって，データ入力ミスの軽減，再現性の向上，解析プ

ロセスの透明性・客観性を確保している。
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1 朱暁農（2005）は⽝上海声調実験録⽞（52-61 頁）において，帰一化（正規化）手法が，まず母音の
分類や比較に有効であることを指摘し，そのうえで声調研究にも導入可能であることを示した。同
書では，具体的に⚖つの帰一化手法（Z-score転換法，FOR転換法，POR転換法，対数半音距離比率
法（LD転換法），LZ（log z-score）転換法，LPOR転換法）が詳細に解説されている。また朱（2005）
は，これら⚖つの帰一化手法を⽛帰一化前後の標準値の分散係数の比率（normalization index: NI）⽜を
通じて定量的に比較し，その分析結果から声調分析に最も適した手法として，LZ（log z-score）転換
法を推奨している。



���
��� ����� �

���� �

上記の手順で各話者の単字調を抽出・標準化し，発話者全員（男性⚓名）の LZ値を統合して

平均ピッチを算出した（表⚔）。続いて，得られた平均 LZ値に基づいて単字調の折れ線グラフ

を作成し（図 2-1），横軸に実時間（秒），縦軸に LZ値を示す形で可視化した。調値の算出は，

この平均 LZ値（表⚗）およびピッチ曲線（図⚒）を基に行い，LZ値区間と五度式表示法の対

応規則（表⚘）を用いて最終的な調値について検討を行った。その結果を表⚙に示す。
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図 2 掲陽方言における⚘声調のピッチ曲線（実験値)

表 7 単字調の平均 z-score ＆標準化後の時間

F0-1 F0-2 F0-3 F0-4 F0-5 F0-6 F0-7 F0-8 F0-9

T1 0.525 0.530 0.497 0.497 0.460 0.423 0.400 0.387 0.399
T2 1.159 1.159 1.170 1.181 1.202 1.204 1.205 1.238 1.302
T3 1.369 1.306 1.115 0.811 0.412 0.014 －0.405 －0.947 －1.497
T4 －1.022 －0.989 －0.802 －0.670 －0.553 －0.384 0.043 0.523 1.457
T5 －1.251 －1.495 －1.601 －1.680 －1.560 －1.462 －1.284 －1.006 －0.722
T6 －0.156 －0.238 －0.266 －0.319 －0.358 －0.344 －0.331 －0.316 －0.330
T7 －0.803 －0.826 －0.876 －0.914 －0.966 －1.005 －1.018 －1.070 －1.248
T8 1.158 1.065 1.012 0.984 0.966 0.956 0.938 0.882 0.766

注 1) F0-1～F0-9 は抽出した⚙つの基本周波数サンプリング点を示す。

F0Z-score

T-category



3.3 単字調伝統値との比較

表 10 に示すように，伝統値と実験値は T1・T2・T6・T7・T8 でほぼ一致し，T3（［53］→［51］），

T4（［35］→［25］），T5（［213］→［212］）といった屈折や上昇を含む調でやや差異がみられた。

掲陽方言における⚘つの単字調のうち，T1，T2，T6，T7，T8 に関しては，実験結果と先行研

究（伝統的記述）との間に大きな乖離は見られず，音高変化の傾向および調型において概ね一

致が確認された。これに基づき，本稿では T1（実験値［44］）を中高平調（middle-level tone），

T2（［55］）を高平調（high-level tone）として分類する。

一方，T3，T5 については，実験データと従来の記述との間に一定の差異が観察された。T3

に関しては，伝統的には［53］とされているのに対し，実験値では［42］が得られた。しかし，

いずれも高音域から低音域にかけて急激な下降を示す点で一致しており，音高の変動様式とし

ては共通する下降調型である。したがって，本稿では T3 を下降調（falling tone）として分類す

る。

T5 に関しては，伝統的に［213］と記述されてきたが，本実験では［212］という調値が観察

された。図 2-1 に示される通り，T5 は全体的に低音域に分布しつつ，発話中盤で一時的な下降

を伴った後，やや上昇する屈折型の調型を示している。この調型は，中国語普通話における第

⚓声［213］に近似する聴覚印象を与えるため，実験値を［212］に補正し，屈折調的性質を保
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表 8 調値と z-score の対応

Tonal value ⚑ ⚒ ⚓ ⚔ ⚕
Z-score －3＜x＜－2 －2＜x＜－1 －1＜x＜0 0＜x＜1 1＜x＜2

表 9 掲陽方言単字調の調値（実験値)

Tone category T1 T2 T3 T4 T5 T6 T7 T8
Tonal value 44 55 42 35 212 33 2 5

表 10 掲陽方言単字調の伝統値と実験値

Tone category
（先行研究) T1 T2 T3 T4 T5 T6 T7 T8

Tonal value
（伝統値2) 33 55 53 35 213 11 2 5

Tone category
（本考察) T1 T2 T3 T4 T5 T6 T7 T8

Tonal value
（実験値) 44 55 42 35 212 33 2 5

2 林・陳（1996）に基づく。



持した純粋なる低声調（pure low tone）として位置付ける。

T6 については，伝統的に［11］とされてきたが，実験値は［33］に近い比較的高めの値を示

している。とはいえ，音高変動が極めて少なく，全体として平坦な調型を維持しており，調類

としては依然として平調（level tone）に属すると判断される。本稿では，T6 を中低音域におけ

る平調として，低平調（low-level tone）と分類する。

T7 については，伝統的記述と実験値との間に絶対音高におけるわずかな違いが認められる

が，いずれのデータにおいても短時間内に明確な下降傾向を示しており，入声特有の閉鎖的か

つ急峻なピッチ変動を特徴とする。この点を踏まえ，T7 は短時下降調（short falling tone）と定

義する。

T8 においては，高音域［⚕］から開始し，短時間内にやや低い音域［⚔］へと降下する特徴

を持つ。この音高の推移は，時間的に圧縮された高下降調型と解釈されるため，本稿では T8

を短時高下降調（short high-falling tone）として位置付ける。以上に基づき，本稿では各単字調

に対応する音調タイプを表 11 に整理して示す。

表 11 掲陽方言⚘種の単字調の音調タイプ

Tone category MC tones Tonal type Tnoal value

T1 Yinping Middle-level 44
T2 Yangping High-level 55
T3 Yinshang Falling tone 42
T4 Yangshang rising tone 35
T5 Yinqu Pure low tone 212
T6 Yangqu Low-level 33
T7 Yinru Short Falling 2
T8 Yangru Short High-falling 5
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図 3 掲陽方言における⚘声調のピッチ曲線（丁寧発話時)

⚔．二音節語における連続変調

4.1 調査項目と方法

掲陽方言における声調変化の顕著な特徴の一つとして，変調が主に非末位音節で生じ，末位

音節では生じにくい，あるいは生じないという傾向が挙げられる。前述のとおり，本方言には

単語レベルで用いられる声調（単字調）が⚘種類存在し，これらに基づいて二音節語を構成す

る場合，理論的には⚘×⚘＝64 通りの声調結合が可能となる。

本研究では，この 64 通りの声調組み合わせに対応する語彙を選定し，変調の生起有無および

その特徴を明らかにすることを目的として調査を行った。語彙の選定にあたっては，以下の基

準に基づいて抽出を行った。

① 語彙的に一単位として成立していること

② 日常的に使用頻度が高く，実際に話者が聴取・発話する機会が多いこと

これらの条件を満たすものを，現地話者の運用実態に即して厳密に収集した。なお，軽声現

象（いわゆる弱化した第⚒音節）を伴う語彙については，本研究の分析枠組みにおいては調査

対象から除外した。
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4.2 分析結果

本節では，掲陽方言における⚘つの基本調を基準とし，二音節語における第⚑音節（非末位

音節）の変調の有無およびその様態に基づいて，調型の変化を⚔つのグループに分類する。変

調が一切観察されないものを Aグループとし，変調が認められるもののうち，第⚒音節（末位

音節）の声調の影響を受けて同化的な変化を示すものを B1 グループ，影響を受けずに独立し

た調型変化を示すものを B2 グループとする。さらに，第⚒音節において調型の変化が観察さ

れるものは Cグループに分類する。なお，変調が認められる場合でも，その調型が⚘つの基本

調のいずれかに一致すると判断される場合には基本調に含め，一致しないものについてのみ，

新たな派生調として取り扱う。

4.2.1 A グループ
変調が観察されないものは Aグループに分類される。今回の調査において，これに該当した

のは T1 を第⚑音節に含む T1＋Xの組み合わせのみであった。

4.2.1.1 T1＋X
表 3-1 に示す⚘つの語彙は，いずれも T1 を第⚑音節に含む T1＋Xの声調組み合わせに基づ

き選定されたものである。

表 12 T1＋Xにおける二音節語の例（⚘声調の組み合わせ)

組み合わせ 語彙 発音 意味
⚑ T1＋T1 蛟刀 ka to ハサミ
⚒ T1＋T2 天时 tʰĩ si 天気
⚓ T1＋T3 山顶 swã teŋ 山の頂
⚔ T1＋T4 新妇 seŋ pu 息子の嫁
⚕ T1＋T5 衫裤 sã kʰou 服
⚖ T1＋T6 衫袋 sã to ポケット
⚗ T1＋T7 冬节 taŋ tɕ͡ oiʔ 冬至

⚘ T1＋T8 中学 toŋ hak̚ 中学校
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図 4 T1＋Xの⚘つの組み合わせのピッチ輪郭3

図⚔に示されるように，T1 は第⚑音節として現れる場合においても，調型に顕著な変化が認

められず，中高平調（middle-level tone）に相当する安定した音高で実現される傾向が確認され

た。この事実は，T1 が連続音環境下においても変調を受けにくい構造的特徴を有することを

示唆している。以上より，（⚑）で示すように T1＋Xにおける第⚑音節の T1 は，⚘つの基本調

の⚑つである T1［33］として位置づけることができる。

（⚑） T1［44］＋ X → T1［44］（基本調）

T1＋T1

T1＋T7

蛟刀 ka44 → 44

冬节 taŋ44 → 44
to44

tɕ͡ oiʔ2
T1＋T2

T1＋T8

天时 tʰĩ44 → 44

中学 toŋ44 → 44
si55

hak̚5

4.2.2 B1 グループ
変調が認められるもののうち，第⚒音節（末位音節）の声調の影響を受けて同化的な変化を

示すものを B1 グループに分類される。今回の調査において，これに該当したのは T3，T5，T7

を第⚑音節に含む T3＋X，T5＋X，T7＋Xの三つの組み合わせであった。
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3 図の左側に示されている⚘本の曲線は，いずれも第⚑音節に現れる T1 のピッチ輪郭を表しており，
右側に示されている⚘本の曲線は，それぞれの組み合わせにおける第⚒音節（X）の声調に対応する。



4.2.2.1 T3＋X
表 13 に示す⚘つの語彙は，いずれも T3 を第⚑音節に含む T3＋Xの声調組み合わせに基づ

き選定されたものである。

表 13 T3 ＋ Xにおける二音節語の例（⚘声調の組み合わせ)

組み合わせ 語彙 発音 意味
⚑ T3＋T1 水鸡 tsui koi カエル
⚒ T3＋T2 粿条 kwe tjau ライスヌードル
⚓ T3＋T3 手指 tsʰju tsai 指
⚔ T3＋T4 软垫 nɤŋ tjaŋ マットレス
⚕ T3＋T5 手布 tsʰju pou ハンカチ
⚖ T3＋T6 洗面 soi meŋ 洗顔
⚗ T3＋T7 粿汁 kwe tsap̚ ライスシートの細切れ
⚘ T3＋T8 饼药 pjã joʔ せっけん

図 5 T3＋Xの⚘つの組み合わせのピッチ輪郭

図⚕に示されるように，T3 は本来，下降調（falling tone）［42］として記述される声調である

が，第⚑音節として出現する際には，基本調 T4［35］に類似する音域で実現される例も確認さ

れた。一方で，一部の組み合わせでは，変調後の T3 が［⚒］付近から始まり，最終的に［⚔］

付近まで上昇するパターンも観察されている。これらの結果から，T3＋Xにおける変調パター

ンは，基本調 T4 に合流するものと，そうでない新たな音調タイプに分類する必要があると考

えられる。本稿では，前者を基本調 T4［35］として記述し，後者については，新たな派生調 T4′

［24］を立て，両者を区別することとする。

（⚒）に見られるように，第⚒音節に現れる声調はいずれも低～中程度の音高で実現されてお
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り，変調後の第⚑音節の T3 もそれらに同化されるかのように，近い音域で発話されていると

考えられる。これに対して，（⚓）では第⚒音節の声調はいずれも高音域で発話されるため，変

調後の T3 もそれに呼応するように，［24］よりも高い［35］の音調で実現されている。

（⚒） T3［51］＋ X → T4［35］（基本調）

T3＋T2

T3＋T8

粿条 kwe51 → 35

饼药 pjã51 → 35

tjau55

joʔ5

T3＋T3 手指 tsʰju51 → 35 tsai42-21

（⚓） T3［51］＋ X → T4′［24］（派生調）

T3＋T1

T3＋T5

T3＋T7

水鸡 tsui51 → 24

手布 tsʰju51 → 24

粿汁 kwe51 → 24

koi33

pou212

tsap̚2

T3＋T4

T3＋T6

软垫 nɤŋ51 → 24

洗面 soi51 → 24

tjaŋ35

meŋ33

4.2.2.2 T5＋X
表 14 に示す⚘つの語彙は，いずれも T5 を第⚑音節に含む T5＋Xの声調組み合わせに基づ

き選定されたものである。

表 14 T5＋Xにおける二音節語の例（⚘声調の組み合わせ)

組み合わせ 語彙 発音 意味
⚑ T5＋T1 臭酸 tsʰau sɤŋ 酸っぱくて臭い
⚒ T5＋T2 菜头 tsʰai tʰau 大根
⚓ T5＋T3 碎纸 tsʰwi tswa 細かいお金
⚔ T5＋T4 介绍 kai sjau 紹介する
⚕ T5＋T5 旷课 kʰwaŋ kʰwe 授業をサボる
⚖ T5＋T6 凊饭 tsʰeŋ puŋ 残飯
⚗ T5＋T7 性格 sẽ keʔ 性格
⚘ T5＋T8 数学 sjau hak̚ 数学
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図 6 T5＋Xの⚘つの組み合わせのピッチ輪郭

図⚖に示すように，T5 は本来，屈折調的性質を帯びた純粋な低声調（pure low tone）［212］と

して記述される声調である。しかしながら，第⚑音節として出現する場合には，基本声調であ

る T3［42］と類似した音域で実現される語彙が確認される一方，T3 とは異なる高めの出発点か

ら徐々に下降するタイプも観察された。

このことから，T5＋Xにおける変調パターンは，変調後に T3［42］に収束する型と，異なる

音調に転化する型の二種に分類する必要があると考えられる。前者は，基本声調 T3［42］への

合流として分析し，後者については，新たな派生調 T3′［53］を設定し，両者を体系的に区別す

る。実際に，例（⚔）および（⚕）に示されるように，T5＋Xの構造においても，T3＋Xと同

様の同化的変調が確認された。

（⚔） T5［212］＋ X → T3［42］（基本調）

T5＋T1

T5＋T5

T5＋T7

臭酸 tsʰau212 → 42 sɤŋ44
旷课 kʰwaŋ212→ 42 kʰwe212
性格 se2̃12 → 42 keʔ2

T5＋T4

T5＋T6

介绍 kai212 → 42 sjau35

凊饭 tsʰeŋ212→ 42 puŋ33

（⚕） T5［212］＋ X → T3′［53］（派生調）

T5＋T2

T5＋T8

菜头 tsʰai212 → 53 tʰau55

数学 sjau212 → 53 hak̚5
T5＋T3 碎纸 tsʰwi212 → 53 tswa42-21

4.2.2.3 T7＋X
表に示す⚘つの語彙は，いずれも T7 を第⚑音節に含む T7＋Xの声調組み合わせに基づき選

定されたものである。
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表 15 T7＋Xにおける二音節語の例（⚘声調の組み合わせ)

組み合わせ 語彙 発音 意味
⚑ T7＋T1 客厅 kʰeʔ tʰjã リビング
⚒ T7＋T2 节能 tsak̚ nɤŋ エコ
⚓ T7＋T3 竹笋 tekʰ suŋ 筍
⚔ T7＋T4 烙卵 lwaʔ nɤŋ 卵焼き
⚕ T7＋T5 擦喙 tsʰek tsʰui 口をふく
⚖ T7＋T6 湿度 sip̚ tou 湿度
⚗ T7＋T7 失约 sek̚ joʔ 約束を破る
⚘ T7＋T8 乞食 kʰek̚ tsjaʔ 乞食

図 7 T7＋Xの⚘つの組み合わせのピッチ輪郭

図⚗に示すように，T7 は T1～T6 の基本声調とは異なり，入声に由来する短促な音節として，

調値［⚒］をもって記述される。T7 は音節末の閉鎖による特有の短さを備えているが，第⚑音

節として出現する場合には，T3＋Xや T5＋Xのように，第⚒音節の声調に同化的な影響を受け

る現象が観察された。

具体的には，例（⚕）および（⚖）に示されるように，T7＋Xの変調後の調型は大きく二種

に分類される。一方は，調値［⚕］をもつ T8 と同様の音域で実現されるものであり，これは基

本声調 T8［⚕］への合流とみなされる。他方には，T8 ほど高くない音域で発音されるものがあ

り，これについては派生調 T8′［⚓］を新たに立て，両者を体系的に区別する。

（⚖） T7［⚒］＋ X → T8［⚕］（基本調）

T7＋T2

T7＋T8

节能 tsak̚2 → 5 nɤŋ55

乞食 kʰek̚2 → 5 tsjaʔ5

T7＋T3 竹笋 tekʰ2 → 5 suŋ42-21
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（⚗） T7［⚒］＋ X → T8′［⚓］（派生調）

T7＋T1

T7＋T5

T7＋T7

客厅 kʰeʔ2 → 3 tʰjã44

擦喙 tsʰek2 → 3 tsʰui212

失约 sek̚2 → 3 joʔ2

T7＋T4

T7＋T6

烙卵 lwaʔ2 → 3 nɤŋ35

湿度 sip̚2 → 3 tou33

4.2.3 B2 グループ
前節までに述べたように，変調が観察されるもののうち，第⚒音節（末位音節）の声調の影

響を受けず，独立した調型変化を示す型を本稿では B2 グループと定義する。今回の調査にお

いて，このグループに該当したのは，T2・T4・T6・T8 を第⚑音節に持つ以下の四つの組み合わ

せ，すなわち T2＋X，T4＋X，T6＋X，T8＋Xであった。

4.2.3.1 T2＋X
表 16 に示す⚘語は，いずれも第⚑音節に T2 を含む T2＋Xの組み合わせに基づいて選定さ

れたものである。各例における調値の変化は，基本声調からのずれがある程度認められるもの

の，変調後の調型はいずれも特定のパターンに収束しており，第⚒音節の声調に大きく左右さ

れないという共通性が確認された。

表 16 T2＋Xにおける二音節語の例（⚘声調の組み合わせ)

組み合わせ 語彙 発音 意味
⚑ T2＋T1 楼梯 lau tʰui 階段
⚒ T2＋T2 眠床 meŋ ts͡ ɤŋ ベッド

⚓ T2＋T3 肠粉 tɤŋ huŋ チョンファン
⚔ T2＋T4 莲厚 nai kau 蓮根
⚕ T2＋T5 长裤 tɤŋ kʰou 長ズボン
⚖ T2＋T6 红豆 aŋ tau あずき
⚗ T2＋T7 蚝烙 o lwaʔ 牡蠣オムレツ
⚘ T2＋T8 牛肉 gu nek̚ 牛肉
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図 8 T2＋Xの⚘つの組み合わせのピッチ輪郭

図⚘に示すように，T2 は単独で用いられる場合には，高平調（high-level tone）［55］として

分類される。しかしながら，語中で第⚑音節として出現する際には，調型が著しく下降し，し

ばしば低音域で実現される事例が多数確認された。例（⚘）で示すように T2 が非末位音節に

置かれることにより調型の安定性を失い，結果として基本声調 T6［33］に近い音調へと収束す

る傾向があることを示唆している。

（⚘） T2［55］＋ X → T6［33］（基本調）

T2＋T1

T2＋T7

楼梯 lau55 → 33

蚝烙 o55 → 33

tʰui44

lwaʔ2
T1＋T2

T2＋T8

眠床 meŋ55 → 33
牛肉 gu55 → 33

ts͡ ɤŋ55
nek̚5

4.2.3.2 T4＋X
表 17 に示す⚘つの語彙は，いずれも T4 を第⚑音節に含む T4＋Xの声調組み合わせに基づ

き選定されたものである。

表 17 T4＋Xにおける二音節語の例（⚘声調の組み合わせ)
組み合わせ 語彙 発音 意味

⚑ T4＋T1 象征 sjaŋ teŋ シンボル
⚒ T4＋T2 卵仁 nɤŋ dzeŋ 黄身
⚓ T4＋T3 父母 pe bo 両親
⚔ T4＋T4 右耳 iu çĩ 右耳
⚕ T4＋T5 后悔 au hwe 後悔する
⚖ T4＋T6 颔链 am ljaŋ ネックレス
⚗ T4＋T7 老叔 lau tsek̚ 父の弟
⚘ T4＋T8 上落 sjõ loʔ 往来する
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図 9 T4＋Xの⚘つの組み合わせのピッチ輪郭

図⚙に示された結果から明らかなように，T4 が第⚑音節として出現する場合，本来の上昇調

としての性質は明確には保持されず，相対的に低い音域において実現される傾向が観察された。

特に T4＋T5 の語彙においては，調型として T5［212］と類似した特徴を示すものの，T5 のよう

に中間点で屈折して再上昇する動きは認められず，全体として連続的な下降を示す点で本質的

に異なっている。

このような違いは，両者を互いに置き換えた際に不自然な発音となることからも確認される

ため，本稿では，T4＋Xの変調後の調型を既存のいずれの基本声調や派生調にも属さない独立

した型と判断し，下降調としての特徴に基づいて新たな派生調 T3′［21］を立て，分析上これを

他の声調と区別することとする。

（⚙） T4［35］＋ X → T3′［21］（派生調）

T4＋T1

T4＋T7

象征 sjaŋ35 → 21
老叔 lau35 → 21

teŋ44
tsek̚2

T4＋T2

T4＋T8

卵仁 nɤŋ35 → 21
上落 sjõ35 → 21

dzeŋ55
loʔ5

4.2.3.3 T6＋X
表⚓-⚗に示す⚘つの語彙は，いずれも T6 を第⚑音節に含む T6＋Xの声調組み合わせに基

づき選定されたものである。
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表 18 T6＋Xにおける二音節語の例（⚘声調の組み合わせ)

組み合わせ 語彙 発音 意味
⚑ T6＋T1 豆干 tau kwã 硬い豆腐
⚒ T6＋T2 豉油 sĩ iu 醤油
⚓ T6＋T3 饭碗 puŋ wã お椀
⚔ T6＋T4 大舅 twa ku 母の兄
⚕ T6＋T5 面布 meŋ pou 顔拭きタオル
⚖ T6＋T6 地豆 ti tau ピーナッツ
⚗ T6＋T7 面色 meŋ sek̚ 顔色
⚘ T6＋T8 树叶 tsʰju hjoʔ 木の葉

図 10 T6＋Xの⚘つの組み合わせのピッチ輪郭

T6＋Xにおける非末位音節 T6 の変調は，T4＋Xにおける変調傾向とよく似た挙動を示す。

T6 は本来，中低平調（mid-low level tone）［33］として定義されるが，他の声調と結合した際に

は，調型が段階的に下降し，T3 や T5 に近い音域で実現される例が観察された。ただし，T6 の

変調は完全に T3 あるいは T5 の基本声調に合流するわけではなく，比較的緩やかな下降や独自

の音調的移行を伴う点で両者と区別される。これらの特徴から，本稿では T6＋Xの変調パター

ンを T4＋Xと同様の型に属するものと捉え，分析上同一のカテゴリーとして扱うこととする。

（10） T6［33］＋ X → T3′［21］（派生調）

T6＋T1

T6＋T7

豆干 tau33 → 21

面色 meŋ33 → 21

kwã44

sek̚2

T6＋T2

T6＋T8

豉油 sĩ33 → 21

树叶 tsʰju33 → 21

iu55

hjoʔ5
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4.2.3.4 T8＋X
表 19 に示す⚘つの語彙は，いずれも T8 を第⚑音節に含む T8＋Xの声調組み合わせに基づ

き選定されたものである。

表 19 T8＋Xにおける二音節語の例（⚘声調の組み合わせ)

組み合わせ 語彙 発音 意味
⚑ T8＋T1 蜜蜂 bek̚ pʰaŋ はち
⚒ T8＋T2 日头 dzek̚ tʰau お日様
⚓ T8＋T3 日本 dzek̚̚ puŋ 日本
⚔ T8＋T4 的士 tek̚ si タクシー
⚕ T8＋T5 白菜 peʔ tsʰai 白菜
⚖ T8＋T6 食饭 tsjaʔ puŋ ご飯を食べる
⚗ T8＋T7 目汁 dzek̚ tʰau 涙
⚘ T8＋T8 学习 hak̚ sip̚ 勉強する

図 11 T8＋Xの⚘つの組み合わせのピッチ輪郭

図 11 に示された結果によれば，T8 が第⚑音節として出現する場合，いずれの声調との組み

合わせにおいても，調型は基本声調 T7［⚒］に近い低音域で実現される傾向が認められた。こ

れは，T8 が非末位音節に置かれる際に，原調である高声調としての性質を維持できず，T7 と類

似した下降調型へと変化することを示唆している。

（11） T8［⚕］＋ X → T7［⚒］（基本調）

T8＋T1

T8＋T7

蜜蜂 bek̚ 5 → 2

目汁 dzek̚ 5 → 2

pʰaŋ44

tʰau2

T8＋T2

T8＋T8

日头 dzek̚5 → 2

学习 hak̚5 → 2

tʰau55

sip̚5
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4.2.4 C グループ
第⚒音節において調型の変化が観察されるものは，本稿では Cグループに分類する。今回の

調査においてこの型に該当したのは，T3 を第⚒音節に含む語彙のうち，第⚑音節が T3・T4・T7

である場合に限られた。

これらの語彙では，第⚒音節の T3 が，組み合わせによって本来の調型［42］ではなく，低く

下降する別種の音調として実現される例が確認された。調型変化が起きた場合でも，既存の基

本声調には該当せず，T4＋Xや T6＋Xにおいて確認された派生調 T3′［21］と類似の音調であ

ることが明らかとなった。

（12） T3［42］＋ X → T3［42］（基本調）

T1＋T3

T4＋T3

T8＋T3

山顶 swã44

父母 pe35-21

日本 dzek̚5-2

teŋ42 → 42
mbo42 → 42

puŋ42 → 42

T2＋T3

T6＋T3

肠粉 tɤŋ55-33

饭碗 puŋ33-21

huŋ42 → 42

wã42 → 42

（13） T3［42］＋ X → T3′［21］（派生調）

T3＋T3

T7＋T3

手指 tsʰju42 → 35

竹笋 tekʰ2 → 5

tsai42 → 21

suŋ42 → 21

T5＋T3 碎纸 tsʰwi212 → 53 swa42 → 21

⚕．まとめ

本稿では，掲陽方言における⚘つの声調を対象に，音響音声学的手法を用いた分析を行い，

単字調（基本声調）の実験値が先行研究とどの程度一致するかを検証するとともに，二音節語

における連続変調の具体的パターンを明らかにした。以下に，得られた主要な知見をまとめる。

第一に，単字調の実験値は，全体として先行研究（袁，1960；林・陳，1996）と整合的であっ

た。ただし，T3 および T4 のような下降・上昇を含む声調においては，数値的なずれが若干観

察された。

第二に，二音節語における第⚑音節の変調パターンは，音調変化の様態と音響的特性に基づ

き，以下の四つのグループに分類される。

Aグループは，T1＋Xの組み合わせのみから構成され，変調が生じない型である。

B1 グループには，T3＋X，T5＋X，T7＋Xの三つの組み合わせが含まれる。これらは第⚒音

節の声調からの影響を受けやすく，変調後に基本調に収束する場合のほか，新たな派生調が形

成される例も確認された。

B2 グループは，T2＋X，T4＋X，T6＋X，T8＋Xの四つの組み合わせから成り，第⚒音節の影

響を受けず，いずれの場合も変調後には基本調に合流するか，あるいは特定の派生調（例：T3′
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［21］）へと転化する。全体として，比較的規則的な変調が特徴である。

Cグループは，T3 が第⚒音節に現れる場合であっても変調が生じる可能性を示唆するもの

であり，例外的な変化として位置づけられる。

今後の課題としては，より自然な談話や会話における連続変調の挙動，および話者間・世代

間における変異の実態を包括的に調査する必要がある。また，掲陽方言内部の地域差に加え，

他の閩南語諸変種との対照研究を通じて，声調変化に関する普遍的メカニズムおよび地域固有

の特徴の把握が進展することが期待される。

（ご ぎょうき・言語科学研究室)
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